
PEM36-P02 会場:3階ポスター会場 時間:4月 28日 18:15-19:30

成層圏突然昇温が両半球の中間圏・下部熱圏へ与える影響について
Impacts of stratospheric sudden warming events in the mesosphere and lower thermo-
sphere
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成層圏突然昇温（以下 SSW）が極域や赤道域に及ぼす影響に関しては幅広く研究されているが、グローバルな観測デー
タの制限等により、中間圏・下部熱圏に SSWが与える影響については詳しくわかっていない。特に、南半球への影響は
ほとんど調べられていないのが現状である。そこで本研究では、気象の再解析データを組み込んだ対流圏から熱圏まで
を解像できる大循環モデルを用いて、SSWに伴う気温場、風系場の変化についての力学的な解析を行った。特に、2008
年から 2010年に発生した SSWについて詳しく解析した。その結果、南半球の成層圏上部から熱圏までの領域で、SSW
発生時に気温降下が起こっていることがわかった。これにより、北半球で発生した SSWの影響が南半球の中間圏から下
部熱圏領域にまで及んでいることがわかった。また、SSWに伴って、北半球極域の下部熱圏では昇温がみられることも
わかった。これは、SSW時に中間圏で励起されたプラネタリー波が下部熱圏まで伝播した結果と考えられる。
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